
題名 主演者姓名 学会名

再発性脳梗塞後の円背姿勢の患者に対し、誤嚥予防

と離床促進のためにシーティングに介入した一例
細川純子 第44回近畿作業療法学会

リハビリテーション部の組織運営 永冨　孝幸 第9回JCHO学会

脳卒中患者における麻痺側上肢に対する身体性変容

と体性感覚障害の関連性～その他の臨床症状も含め

た考察～

瀬川　栞
第22回日本神経理学療法

学会学術大会

重度歩行障害を呈した脳卒中患者に対する発症早期

からのFESを併用したBWSTTによる下肢筋出力の継

時的変化

江田朱里
第22回日本神経理学療法

学会学術大会

脳卒中患者におけるMini-BESTestの継時的変化と身

体機能障害との関連
江田朱里

第22回日本神経理学療法

学会学術大会

当院入院脳卒中患者のMini-BESTestの特性と縦断的

経過
江田朱里 第9回JCHO学会

Perturbation based balance trainingによりステップ

反応が改善した急性期脳卒中患者の一症例
山本舞

第22回日本神経理学療法

学会学術大会

腹臥位療法と視覚的フィードバックの組み合わせに

より短期間でPusher減少が軽減した急性期脳卒中患

者の一症例

山本舞
第36回大阪府理学療法学

術大会

腹臥位療法と視覚的フィードバックの組み合わせに

より短期間でPusher減少が軽減した急性期脳卒中患

者の一症例

山本舞
第4回東支部新人症例発表

会

歩行自立度の向上を目指した外傷性頚髄不全損傷者

一症例
清水遙日

第22回日本神経理学療法

学会学術大会

回復期リハビリテーション病棟患者を対象とした

modified CI療法後1年間の経過と効果について
高岡　夏実 第58回日本作業療法学会

歩行獲得後に下腿の疼痛が生じ荷重恐怖心が遷延し

たTKA患者の一症例
清水遙日

第4回東支部新人症例発表

会

入院前ADLの大幅な変更を余儀なくされた慢性期脊

髄損傷者一症例に対する退院支援～排便管理に着目

して～

宮下創
第22回日本神経理学療法

学会学術大会

当院の糖尿病教育入院における理学療法士による運

動機能評価及びアンケートについて
菊池恵 第9回JCHO学会

Effect of community-based exercise class on

adolescents with intellectual disabilities who did not

exercise regularly

佐藤央基

8th Asia Pacific

Occupational Therapy

Congress 2024

口述：一般演題② 権藤　要
第36回大阪府理学療法学

術大会

令和6年度　　学術研究業績

学会発表



口述：新人症例発表③ 川村　知史
第36回大阪府理学療法学

術大会

ポスター28：脳損傷　歩行7 権藤　要
第22回日本神経理学療法

学会学術大会

リハビリ生産性向上～こうやれば変わる～

当院リハビリ部門における生産性向上と間接業務お

よび臨床・教育・研究の組織運営的な管理について
権藤　要 第9回JCHO学会

急性期に自発眼振の方向が反転した延髄外側梗塞後

一症例
福本匠吾

第3回日本前庭理学療法研

究会学術集会

足関節戦略に着目した立位バランス練習により、静

的立位バランス改善に至った急性期小脳出血患者の

一症例

福本匠吾
第22回日本神経理学療法

学会学術大会

課題指向型運動訓練提示装置の開発 伴征晃 第42回日本ロボット学会

心疾患の既往がある脳梗塞後歩行障害の一症例～運

動負荷量に着目して～
岡島凱

第36回大阪府理学療法学

術大会

脳卒中後上肢運動機能改善に関連する急性期評価因

子の検討
門川泰輔 第58回日本作業療法学会

TKA術後脛骨骨折患者に対して運動恐怖心を考慮

し、歩行自立度の向上を目指し理学療法を行った一

症例

清水遥日
第36回大阪府理学療法学

術大会

セラピストと患者の認識の違いから目標の再設定が

必要となった左視床出血患者の一症例

-集いの場への復帰を目指すための歩行補助具の選

択-

小山侑希
第36回大阪府理学療法学

術大会

下肢機能の改善を予測し初期から歩行再建を目指し

た外傷性胸髄損傷者の一症例
小山侑希

第22回日本神経理学療法

学会学術大会

慢性期脊髄損傷者一症例 宮下創
第22回日本神経理学療法

学会学術大会

重度歩行障害を呈した脳卒中患者に対する発症早期

からのFESを併用したBWSTTによる下肢筋出力の継

時的変化

江田朱里
第22回日本神経理学療法

学会学術大会

脊髄損傷再生医療が適応外となった外傷性頚損傷者

一症例に対する回復期での心理的援助の限界
雨田　真

第22回日本神経理学療法

学会学術大会

当院回復期病棟にて気管切開チューブの抜去を試み

たが困難であった高位頚髄損傷患者一症例
泉脇　美羽

第22回日本神経理学療法

学会学術大会

頚髄症性脊髄症によるしびれに対し、しびれ同調経

波的電気刺激を施行しバランス機能向上を認めた一

症例

泉脇　美羽
第12回運動器理学療法学

術大会

Effect of community-based exercise class on

adolescents with intellectual disabilities who did not

exercise regulaery.

佐藤　央基

The 8th Asia Pacific

Occupational Therapy

Congress 2024



内部障害でのリハビリテーションで作業療法士が期

待されていること
佐藤　央基 第58回日本作業療法学会

膝前十字靱帯再建術後の術後1ヶ月以内における膝

伸展筋力と術後6ヶ月の筋力回復との関連性につい

て

山下　隼生
第11回日本スポーツ理学

療法学会学術大会

当院脳卒中患者のリハビリテーションアウトカムの

経過報告～データベースに基づく縦断的解析～
福本匠吾 第9回JCHO学会

講演題名 講演者 研修会名

姿勢制御を考える～講義・実技～ 権藤　要 和歌山県理学療法士会

ボバースコンセプト、講義・実技
権藤　要

(アシスタント)

インフォメーションコー

ス北海道

JCHO近畿四国地区におけるリハビリ部門 人事異動

の現状と、これから
権藤　要

JCHO近畿四国地区リハビ

リ主任会

実践から学ぶ姿勢制御障害の評価とアプローチ

第３講座：反応的バランストレーニングの実際
福本匠吾

リハテックリンクス株式

会社

脳卒中後の立位・歩行時のバランス障害の評価とア

プローチ
松本拓也 山口県理学療法士会

脊髄損傷理学療法の標準化に向けた課題

-回復期の立場から-
宮下創 脊髄損傷理学療法研究会

頚髄損傷不全四肢麻痺者に対する臨床評価の標準化

を目指す

宮下創

（オーガナイ

ザー）

第22回日本神経理学療法

学会学術大会

内部障害でのリハビリテーションで作業療法士が期

待されていること

佐藤央基（座

長）
第58回日本作業療法学会

担当科目 講師 学校名

脊髄損傷の理学療法 宮下創
阪奈中央リハビリテー

ション専門学校

脊髄損傷の理学療法 宮下創 大阪医療福祉専門学校

脊髄損傷の理学療法 宮下創 森ノ宮医療大学

講演

講義


